
ナースコール設備の更新・保守管理事業者選定に関わる 

公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル 実 施 要 領 

 

１．趣旨  

鹿足郡養護老人ホーム組合が運営する養護老人ホーム銀杏寮において、ナー

スコール設備を更新・保守管理する事業者を公募型プロポーザル方式により募

集します。この要領は、公募型プロポーザルの実施に必要な事項を定めたもの

です。  

 

２．業務概要  

業務仕様書のとおりです。  

 

３．参加資格  

次に掲げる条件を全て満たす場合、参加できます。  

(１) 通信機器の取り扱いがあること  

(２) 病院・老人福祉施設等への通信機器納入実績があること  

(３) 行政監査に必要な書類の作成が可能であること  

(４) 故障時等においても安定した保守管理ができる体制を有していること  

 

４．応募方法  

 (１) 応募を希望される方は、次に掲げる書類を提出してください。  

①  プロポーザル参加申込書  

②  見積書  

③  参加資格が確認できる書類  

④  企画提案書・工程表・作業指示書・会社概要パンフレット等の資料  

 (２) 提出場所・方法・期限  

提出場所：〒699-5513 島根県鹿足郡吉賀町六日市 263 番地  

養護老人ホーム銀杏寮  

提出方法：持参または郵送  

提出期限：令和５年９月 20 日（水）17：00 まで  ※郵送は 17 時必着。 

(３) 見積書について  

①  見積書に記載する見積金額は、項目（ナースコール、保守管理）ごとに

分け、原則として工事費を含めてください。  

②  オプションとして電話設備の更新、PHS 等の物品購入、そのほか既存

設備との連携等をご提案いただく場合は、その単価も記載してくださ



い。  

③  単価は、購入予定数量を購入した場合の金額としてください。  

④  一定期間の購入実績に応じて変動する料金体系である場合には、料金

体系・単価がわかる書類（任意様式）も添付してください。  

 

５．審査について  

 (１) プロポーザル総合提案について  

日   時：令和５年９月 25 日（月）13：00～  

場   所：養護老人ホーム銀杏寮  

ミーティングルーム（吉賀町六日市 263）  

方   法：プレゼンテーションによる  

 (２) 選定方法  

    提出された応募書類及びプレゼンテーションの内容に基づき審査のう

え、総合的に最も高い評価となった応募者を受託者として選定します。 

 (３) 選定結果  

    書面で通知し、吉賀町ホームページに掲載します。  

 (４) その他  

    応募者が参加資格または別紙に掲げる業務仕様書の内容を満たしてい

ないと認められた場合、当該応募者は失格とし、審査は実施しません。  

 

６．評価項目  

   次の項目により評価します。  

①  納入実績  

②  全体のイメージ  

③  工期・契約内容  

④  運用開始前後の支援体制  

⑤  発注者の意見を反映させる体制  

⑥  オプションの有無  

⑦  オプションの内容  

⑧  多職種同士の連携イメージ  

⑨  既存設備との連携イメージ  

⑩  金額  

⑪  使いやすさ・導入効果  

⑫  保守管理の体制  

⑬  故障・不具合発生時の対応  



業  務  仕  様  書 
 

１．設置施設について  

所  在  地：島根県鹿足郡吉賀町六日市 263 番地  

 名   称：養護老人ホーム  銀杏寮  

 入所定員：64 名  

 

２．契約について  

  ５年間（令和５年 10 月１日～令和 10 年９月 30 日）の月払いのリ

ース契約とし、契約終了後の当該設備は無償で当組合へ譲渡するもの

とする。  

 

３．見積・設置条件について  

 (１) 選定後、工事を専門業者へ委託する場合においては、工事中の事

故・トラブル等について、委託者が責任を負うものであること。  

 (２) 継続的な保守管理体制があること。また、電話等による常時支援

体制があること。  

 

４．ナースコール設備について  

(１) 原則、既設の物と同等以上の機能を持つこと。  

 (２) 親機は、既設の支援員カウンター内に設置すること。  

 (３) 呼出ボタンは、既設の物すべてを更新し、入居者が押しやすく分

かりやすい物であること。  

 

５．オプションについて  

(１) 電話設備を併せて更新する場合は、既設の物と同等以上の機能を

持つこと。  

 (２) PHS を併せて設置する場合は、ナースコール設備と連動し防水  

  機能を持つこと。  

 (３) 既存の通信機器（パソコン、タブレット等）との連携を併せて行

う場合は、環境設定も行うこと。  

 


